一八八一年朝鮮朝士視察団(紳士遊覧団)の来日(二) by 狐塚 裕子 et al.
はじめに
　
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
、
朝
鮮
か
ら
派
遣
さ
れ
た
朝
士
十
二
名
と
随
行
員
等
か
ら
な
る
約
六
十
名
の
視
察
団
一
行
は
、
神
戸
を
出
航
し
て
五
月
二
十
五
日
に
横
浜
へ
入
港
し
、
そ
の
日
の
内
に
汽
車
で
東
京
へ
到
着
し
た
。
当
初
外
務
省
が
準
備
し
た
芝
公
園
内
の
海
軍
官
舎
二
棟
に
分
宿
し
た
が
、
五
月
三
十
一
日
夜
、
上
野
で
開
催
さ
れ
て
い
た
内
国
勧
業
博
覧
会
を
見
学
し
た
翌
日
、
突
然
神
田
周
辺
の
旅
館
等
に
散
居
し
て
し
ま
っ
た
。こ
れ
以
降
、朝
士
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
に
従
っ
て
本
格
的
な
視
察
を
開
始
す
る
。
朝
士
た
ち
は
「
所
管
之
事
務
設
置
之
場
所
等
悉
一
覧
致
度
」
と
申
し
出
て
お
り
、
外
務
省
で
は
そ
の
意
向
を
受
け
て
、
各
省
使
に
「
専
対
之
員
御
選
択
ニ
テ
、
本
人
望
願
相
達
候
様
御
取
計
有
之
度
」
と
配
慮
を
依
頼
し
た
。彼
ら
の
多
く
は
八
月
十
日
前
後
に
東
京
を
発
し
て
帰
国
の
途
に
着
く
が
、
（
）
一
八
八
一
年
朝
鮮
朝
士
視
察
団
（
紳
士
遊
覧
団
）
の
来
日　
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
朝
士
の
視
察
状
況
を
中
心
に
―
狐 　塚 　裕 　子 　　　
　　　
要旨
　
朝
鮮
朝
士
視
察
団
は
五
月
二
十
五
日
に
東
京
へ
着
く
と
、
ま
も
な
く
視
察
を
開
始
し
た
。
十
二
名
の
朝
士
た
ち
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
部
署
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
重
要
な
施
設
の
視
察
や
公
式
行
事
へ
の
参
加
に
は
多
く
の
朝
士
が
参
加
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
関
係
者
だ
け
で
視
察
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
時
に
は
担
当
以
外
の
朝
士
た
ち
も
同
行
し
た
り
、
独
自
に
視
察
を
希
望
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
朝
士
た
ち
の
視
察
を
受
け
る
官
庁
等
も
、
細
や
か
に
配
慮
を
し
た
り
、
求
め
に
応
じ
て
資
料
の
提
供
を
し
て
い
る
が
、
時
に
は
朝
士
た
ち
が
日
本
側
の
対
応
に
不
満
を
持
つ
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
民
間
で
も
朝
鮮
と
の
貿
易
に
か
か
わ
っ
て
い
る
商
社
や
、
ア
ジ
ア
主
義
団
体
で
あ
る
興
亜
会
も
、
朝
士
た
ち
と
の
関
係
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
朝
士
た
ち
の
様
子
は
新
聞
各
紙
で
頻
繁
に
報
道
さ
れ
て
お
り
、
日
本
国
内
で
の
関
心
の
高
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
朝
士
た
ち
は
八
月
十
日
前
後
に
東
京
を
出
発
し
、
神
戸
、
長
崎
を
経
て
朝
鮮
に
帰
国
し
た
。
帰
国
後
朝
士
た
ち
が
国
王
高
宗
に
報
告
し
た
内
容
は
、
必
ず
し
も
日
本
の
現
状
を
肯
定
的
に
評
価
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
政
府
の
新
し
い
組
織
の
中
で
、
開
化
政
策
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ま
で
約
二
ヶ
月
半
に
わ
た
り
東
京
を
拠
点
に
集
団
行
動
を
取
っ
た
り
、
あ
る
い
は
任
務
に
応
じ
て
個
別
、
ま
た
は
数
名
で
視
察
を
行
っ
た
。
そ
の
他
に
も
政
府
の
高
官
や
関
係
者
を
訪
問
し
た
り
、
官
・
民
双
方
か
ら
の
招
待
に
応
じ
た
り
も
し
て
い
る
。
　
朝
士
た
ち
が
来
日
し
て
か
ら
東
京
で
散
居
す
る
ま
で
の
状
況
は
、
前
稿
（
一
）
で
外
務
省
の
対
応
を
中
心
に
論
じ
た
が
 、
本
稿
で
は
そ
の
後
の
朝
士
た
ち
の
視
察
状
況
や
滞
在
中
の
様
子
、
ま
た
日
本
側
の
対
応
を
明
ら
か
に
し
、
日
本
側
か
ら
見
た
こ
の
視
察
団
に
つ
い
て
考
え
て
行
き
た
い
。
　
な
お
、
来
日
し
た
朝
士
そ
れ
ぞ
れ
の
下
に
、
多
く
の
場
合
随
員
二
名
、
通
事
一
名
、
従
者
一
名
が
配
置
さ
れ
、
基
本
的
に
は
五
人
一
組
の
編
成
で
あ
っ
た
 。
朝
士
と
そ
の
随
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
 。
朴
定
陽
（
参
判
・
従
二
品
・
四
十
・
内
務
）、
王
済
膺
（
参
奉
）・
李
商
在
（
士
人
）
趙
準
永
（
参
判
・
従
二
品
・
四
十
八
・
文
部
）、
李
鳳
植
（
参
奉
）・
徐
相
直
（
士
人
）
巌
世
永
（
承
旨
・
正
三
品
・
五
十
・
司
法
）、
厳
錫
周
（
司
果
）・
崔
成
大
（
五
衛
将
）
姜
文
馨
（
承
旨
・
正
三
品
・
五
十
・
工
部
）、
姜
晋
馨
（
五
衛
将
）、
邊
宅
浩
（
東
莱
吏
）
沈
相
學
（
参
議
・
正
三
品
・
三
十
六
・
外
務
）、
李
鍾
彬
（
部
将
）・
兪
鎮
泰
（
進
士
）
洪
英
植
（
参
議
・
正
三
品
・
二
十
六
・
陸
軍
）、
高
永
喜
（
主
簿
）・
咸
洛
基
（
参
奉
）・
　
金
洛
雲
魚
允
中
（
応
教
・
正
四
品
・
三
十
三
・
大
蔵
）、
兪
吉
濬
（
士
人
）・
柳
定
秀
（
士
人
）・
　
尹
致
昊
（
士
人
）・
黄
天
彧
（
）
（
）
（
）
趙
秉
稷
（
承
旨
・
正
三
品
・
四
十
八
・
海
関
）、
安
宗
洙
（
士
人
）・
兪
箕
煥
（
士
人
）
李　
永
（
参
知
・
正
三
品
・
四
十
六
・
海
関
）、
李
弼
永
（
五
衛
将
）・
閔
達
鎬
（
司
果
）
閔
種
黙
（
参
知
・
正
三
品
・
四
十
六
・
海
関
）、
閔
載
厚
（
士
人
）・
朴
会
植
（
東
莱
吏
）
李
元
會
（
水
軍
節
度
使
・
正
三
品
・
五
十
四
・
陸
軍
調
練
）、
宗
憲
斌
（
士
人
）・
沈
　
宜
永
（
武
科
）
金
鏞
元
（
水
軍
虞
侯
・
正
四
品
・
三
十
九
・
汽
船
運
航
）・
孫
鳳
九
（
士
人
）
［
朝
士
名
の
括
弧
内
は
、
来
日
前
の
官
職
・
品
階
・
一
八
八
〇
年
末
時
の
満
年
齢
・
担
当
部
門
。
随
員
名
の
括
弧
内
は
官
職
、
ま
た
は
身
分
を
示
す
。］　
　
次
に
使
用
し
た
史
料
に
つ
い
て
も
記
し
て
お
き
た
い
。
視
察
団
に
つ
い
て
は
近
年
韓
国
に
お
い
て
影
印
本
の
『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集
』
（
以
下
『
資
料
集
』
と
記
す
）
全
十
四
巻
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
視
察
団
研
究
の
第
一
人
者
、
許
東
賢
氏
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
十
一
巻
ま
で
は
朝
士
た
ち
が
日
本
か
ら
持
ち
帰
っ
た
文
献
・
参
考
資
料
等
、
十
二
巻
は
国
王
に
提
出
し
た
報
告
書
、
十
三
・
 
四
巻
に
は
、
朝
士
や
随
員
た
ち
の
日
記
や
個
人
的
な
記
録
と
み
ら
れ
る
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
朝
士
の
日
記
に
は
、
朴
定
陽
『
従
宦
日
記
』、
李　
永
『
日
槎
集
略
』、
魚
允
中
『
従
政
年
表
』
が
あ
る
が
 、
特
に
『
従
宦
日
記
』
と
『
日
槎
集
略
』
は
高
宗
の
命
を
受
け
て
か
ら
、
帰
国
し
復
命
す
る
ま
で
の
毎
日
の
行
動
が
詳
細
に
記
さ
れ
、
そ
の
日
ど
こ
に
行
っ
た
か
、
誰
に
会
っ
た
か
、
ま
た
朝
子
に
限
ら
れ
て
は
い
る
が
、
誰
と
行
動
を
共
に
し
た
か
も
ほ
ぼ
知
る
こ
と
が
で
き
る
。『
従
政
年
 
表
』
は
既
に
活
字
化
さ
れ
た
も
の
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
国
王
へ
の
報
告
内
容
は
（
）
（
）
詳
し
い
が
、
来
日
中
の
記
述
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
　
一
方
、
日
本
側
か
ら
朝
士
の
行
動
を
把
握
で
き
る
史
料
は
、
後
に
外
務
省
が
各
官
庁
と
の
往
復
文
書
を
纏
め
た
『
対
韓
政
策
関
係
雑
纂　
明
治
十
四
年
朝
鮮
国
視
察
員
朴
正［マ
マ
］陽
来
航
一
件
』
（
以
下
『
来
航
一
件
』
と
記
す
）
と
、
新
聞
各
紙
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
。『
来
航
一
件
』
に
収
録
さ
れ
た
史
料
の
多
く
は
、
朝
士
た
ち
へ
の
対
応
を
依
頼
す
る
外
務
省
と
、
そ
れ
に
対
す
る
各
官
庁
か
ら
の
往
復
文
書
で
あ
る
。
新
聞
に
つ
い
て
は
、
今
回
使
用
し
た
も
の
は
『
東
京
日
日
新
聞
』『
郵
便
報
知
新
聞
』『
朝
野
新
聞
』『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
（
以
下
「
新
聞
」
を
略
す
）、
及
び
『
大
坂
新
報
』
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
各
紙
と
も
社
説
以
外
に
頻
繁
に
朝
鮮
問
題
を
報
道
し
て
い
る
。
来
日
前
後
を
含
め
、
朝
士
た
ち
に
直
接
言
及
し
て
い
る
記
事
に
限
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
数
回
か
ら
五
十
数
回
に
上
っ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
他
紙
の
記
事
を
転
載
、
引
用
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
朝
士
に
対
す
る
世
間
の
関
心
の
高
さ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
新
聞
の
記
述
内
容
以
外
裏
付
け
が
と
れ
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
朝
士
た
ち
の
行
動
に
つ
い
て
彼
ら
の
日
記
等
か
ら
確
認
で
き
る
も
の
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
齟
齬
が
な
い
。
誤
報
し
て
、
数
日
後
に
訂
正
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
 。「
韓
人
」「
韓
客
」「
紳
士
」
等
の
表
現
が
多
用
さ
れ
、
具
体
的
な
関
係
者
や
人
数
な
ど
が
わ
か
ら
な
い
場
合
も
多
い
が
、
限
界
は
あ
る
に
せ
よ
、
新
聞
報
道
は
有
効
な
史
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
（
）
（
）
一、朝士たちの活動 　─概要─ 　
　
先
述
し
た
よ
う
に
、
東
京
に
着
い
て
間
も
な
く
朝
士
た
ち
は
五
、六
箇
所
に
散
居
し
た
。
そ
の
後
更
に
宿
舎
を
移
転
す
る
こ
と
も
あ
り
、
彼
ら
の
分
宿
状
況
に
関
し
て
は
明
確
で
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
朴
定
陽
・
嚴
世
永
・
沈
相
學
、
李　
永
・
閔
種
黙
・
趙
秉
稷
、
洪
英
植
・
魚
允
中
、
李
元
會
・
金
鏞
元
が
そ
れ
ぞ
れ
随
員
と
共
に
同
宿
し
、
そ
の
他
の
趙
準
永
、
姜
文
馨
と
随
員
は
他
に
居
を
定
め
た
と
推
察
さ
れ
る
 。
同
宿
し
た
朝
士
た
ち
の
間
に
は
あ
る
種
の
共
通
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
朴
定
陽
と
嚴
世
永
は
参
判
、
従
二
品
で
朝
士
た
ち
の
中
で
は
最
も
職
位
、
品
階
が
高
く
、
対
外
的
に
は
視
察
団
の
代
表
的
立
場
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
李
 
　
永
・
閔
種
黙
・
趙
秉
稷
は
共
に
税
関
調
査
を
任
務
と
し
て
お
り
、
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
が
多
い
。
李
元
會
・
金
鏞
元
は
軍
事
専
門
家
と
し
て
、
視
察
朝
士
の
中
で
は
最
も
遅
い
時
期
に
任
命
さ
れ
た
。
他
の
朝
士
た
ち
が
東
莱
暗
行
御
使
に
任
ぜ
ら
れ
、
制
度
や
情
勢
探
索
を
任
務
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
陸
軍
操
練
、
汽
船
運
航
と
い
う
陸
海
軍
の
軍
事
的
な
面
を
担
当
し
て
い
る
 。
一
方
若
手
の
洪
英
植
・
魚
允
中
は
、
日
本
側
か
ら
一
行
中
唯
一
の
開
化
派
と
目
さ
れ
て
お
り
、
来
日
前
か
ら
他
の
朝
士
と
の
確
執
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
 。
滞
在
中
も
彼
ら
二
人
が
独
自
の
行
動
を
取
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
実
質
上
は
彼
ら
が
視
察
団
で
主
導
的
立
場
に
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
　
朝
士
た
ち
は
主
に
東
京
の
宿
舎
を
拠
点
と
し
、担
当
部
署
の
視
察
に
当
た
っ
た
。
（
）
（
0）
（
）
時
に
は
数
日
か
け
て
関
東
近
辺
の
施
設
や
行
事
の
見
学
に
行
く
と
き
も
あ
り
、
ま
た
税
関
担
当
者
の
よ
う
に
、
し
ば
ら
く
横
浜
に
滞
在
し
て
調
査
に
当
た
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
朝
士
た
ち
は
基
本
的
に
は
配
下
に
あ
る
随
員
、
通
事
と
共
に
行
動
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
随
員
が
単
独
で
行
動
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
朝
士
の
代
わ
り
に
視
察
に
行
っ
た
り
、
代
理
で
会
合
に
出
席
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
来
日
直
後
の
報
道
の
中
に
は
、
視
察
中
随
行
員
が
記
録
を
し
て
い
る
描
写
が
あ
る
の
で
 、
書
記
と
し
て
の
役
割
も
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
随
員
の
中
に
は
高
永
喜
の
よ
う
に
政
府
か
ら
朝
士
に
準
ず
る
扱
い
を
さ
れ
た
 比
較
的
高
位
の
者
も
い
た
。
　
朝
士
た
ち
の
日
記
や
日
本
側
史
料
を
総
合
す
る
と
、
彼
ら
は
東
京
に
着
い
た
直
後
は
、
政
府
高
官
や
担
当
部
署
へ
挨
拶
に
出
向
い
た
り
、
ま
た
清
国
公
使
館
も
訪
れ
て
い
る
。
高
官
の
私
邸
に
は
約
束
無
し
に
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
、
不
在
や
病
気
の
た
め
会
え
ず
、
名
刺
を
置
い
て
く
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
『
日
槎
集
略
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
往
宝
田
町
右
大
臣
岩
倉
具
視
家
、
而
病
未
見
、
又
往
永
田
町
太
政
大
臣
三
条
実
美
家
、
而
在
政
府
未
退
云
、
又
往
永
田
町
左
大
臣
熾
仁
親
王
家
、
而
接
見
只
叙
寒
暄
数
語
、
三
大
臣
第
宅
倶
是
広
大
侈
麗
（
中
略
）
大
清
公
使
何
公
留
名
帖
而
去
、
未
逢
甚
悵
（
六
月
三
日
） 
諸
公
又
来
会
、
随
訪
開
拓
長
官
黒
田
清
隆
於
三
田
一
目［
マ
マ
］
丁
私
第
、
而
出
他
未
逢
、
留
名
帖
、
又
訪
内
務
省
卿
松
方
正
義
於
三
田
一
目［
マ
マ
］
丁
私
第
、
而
接
見
暫
話
、
又
訪
太
政
参
議
寺
島
宗
則
於
白
銀
猿
町
私
第
而
接
見
、
又
太
政
参
議
伊
（
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藤
博
文
適
在
座
同
為
酬
酌
（
六
月
八
日
） 
　
六
月
三
日
に
は
三
大
臣
の
私
邸
を
訪
問
す
る
が
、
有
栖
川
熾
仁
親
王
と
は
時
候
の
挨
拶
を
す
る
程
度
で
、
三
条
実
美
、
岩
倉
具
視
に
は
会
え
ず
、
何
如
璋
清
国
公
使
と
は
入
れ
違
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
六
月
八
日
に
は
高
官
の
私
邸
を
歴
訪
す
る
が
黒
田
清
隆
に
は
会
え
ず
、
寺
島
宗
則
宅
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
、
た
ま
た
ま
伊
藤
博
文
と
同
席
す
る
こ
と
に
な
り
、
懇
親
に
及
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
　
一
方
役
所
に
関
し
て
は
、
当
初
は
外
務
省
を
通
し
了
解
を
得
て
か
ら
訪
問
し
て
い
る
が
 、
具
体
的
に
調
査
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
自
由
に
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
、
高
位
の
役
人
が
不
在
の
時
も
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
の
調
査
や
資
料
収
集
段
階
に
な
る
と
、
実
務
担
当
者
で
事
足
り
る
場
合
が
多
か
っ
た
ろ
う
か
ら
、
支
障
は
な
 
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
朝
士
た
ち
の
活
動
は
、
当
然
担
当
部
門
の
視
察
・
調
査
が
中
心
で
あ
っ
た
。
事
務
章
程
を
始
め
と
す
る
規
程
等
の
収
集
は
、
ま
ず
最
初
に
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
担
当
部
署
に
依
頼
し
て
こ
れ
ら
の
提
供
を
受
け
、
漢
学
者
等
に
漢
訳
を
依
頼
し
て
帰
国
後
の
報
告
に
備
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
 。
彼
ら
が
帰
国
後
提
出
し
た
文
献
は
、『
資
料
集
』
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
朴
定
陽
『
日
本
国
内
務
省
職
掌
事
務　
全　
附
農
商
務
省
』
　
　
　
『
 日
本
国
内
務
省
各
局
規
則
』
一
～
三　
『
日
本
国
農
商
務
省
各
局
規
則
』
一
、二
魚
允
中
『
日
本
大
蔵
省
職
制
事
務
章
程
』『
財
政
聞
見
』
一
（
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世
永
『
 日
本
司
法
省
視
察
記
』
一
～
七
姜
文
馨
『
工
部
省
』
趙
準
永
『
文
部
省
（
所
轄
目
録
）』
洪
英
植
『
日
本
陸
軍
総
制
』
上
下
李
元
會
『
日
本
陸
軍
操
典
』
一
～
四
沈
相
學
『
外
務
省
』
一
～
四
閔
種
黙
『
 日
本
国
際
條
例
目
録
』『
各
国
條
約　
第
一
』
　
　
　
『
居
留
條
例　
第
二
』『
貿
易
則
類　
第
三
』『
六
港
開
場　
第
四
』
　
　
　
『
税
関
規
則　
第
五
』『
各
国
税
則　
第
六
』
李　
永
『
 各
港
税
関
職
制
』『
税
関
事
務
』『
貿
易
章
程
』『
朝
鮮
国
半
年
輸
出
入
表
』『
商
船
入
港
節
次
』『
海
関
録
』
魚
允
中
『
横
浜
税
関
慣
行
方
法
』
　
こ
の
よ
う
な
文
献
収
集
の
一
方
で
担
当
部
門
の
視
察
を
行
う
の
だ
が
、
先
述
し
た
よ
う
な
政
府
高
官
と
の
交
わ
り
、
重
要
な
施
設
、
設
備
、
行
事
な
ど
に
つ
い
て
は
団
体
で
行
動
し
て
い
る
。
次
の
記
録
は
、
魚
允
中
が
帰
国
後
高
宗
に
報
告
し
た
視
察
場
所
、
面
会
し
た
高
官
達
で
あ
る
 。
す
べ
て
の
朝
士
が
同
じ
経
験
を
し
た
の
で
は
な
い
し
、
欠
落
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
熱
心
な
視
察
を
行
っ
た
朝
士
の
事
例
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
に
は
「
博
覧
会
」
を
除
き
、
行
事
的
な
も
の
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
高
官
の
中
に
伊
藤
博
文
の
名
前
は
特
に
挙
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
（
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長
崎　
造
船
所
、
工
作
局
、
学
校
、
高
島
煤
鉱
　
大
阪　
鎮
台
兵
演
操
、
砲
兵
工
廠
、
造
幣
局
、
製
紙
所
、
博
覧
会
、
病
院
、
監
獄
　
京
都
近
郊　
女
紅
場
、
盲
唖
院
、
琵
琶
湖
　
東
京
近
 郊　
外
務
・
内
務
・
大
蔵
・
陸
軍
・
海
軍
・
工
部
・
農
商
務
各
省
、
開
拓
使
・
元
老
院
　
　
　
　
 大
学
校
・
士
官
学
校
・
戸
山
学
校
・
師
範
学
校
・
工
部
大
学
校
・
海
軍
兵
学
校
・
機
関
学
校
・
語
学
校
・
農
学
校
　
　
　
　
 電
信
・
郵
便
・
印
刷
・
瓦
斯
局
・
教
育
博
物
館
・
博
覧
会
・
製
紙
所
・
集
治
監
・
砲
兵
工
廠
・
育
種
場
・
横
須
賀
造
船
所
　
高
官　
 三
条
実
美
、
巌［マ
マ
］倉
具
視
、
寺
島
宗
則
、
副
島
種
臣
、
山
田
顕
義
、
井
上
馨
、
大
山
巌
、
川
村
純
義
、
松
方
正
義
等
　
朝
士
た
ち
は
民
間
の
団
体
・
個
人
と
も
交
流
し
て
い
る
。
外
務
省
は
来
日
前
か
ら
視
察
団
に
関
し
、
民
間
と
自
由
に
交
流
で
き
る
こ
と
を
保
証
し
て
い
た
 。
例
え
ば
早
く
か
ら
朝
鮮
に
進
出
し
て
い
た
高
須
謙
三
の
共
同
商
会
や
大
倉
喜
八
郎
の
大
倉
商
会
は
、
滞
在
中
の
便
宜
を
図
っ
た
り
懇
親
会
を
開
い
た
り
し
て
い
る
 。
留
学
生
の
関
係
で
は
福
沢
諭
吉
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
重
野
安
繹
や
末
松
二
郎
等
個
人
的
に
意
見
交
換
を
行
う
者
も
い
た
 。
ア
ジ
ア
主
義
団
体
で
あ
る
興
亜
会
も
彼
ら
と
の
交
流
を
待
ち
望
ん
で
い
た
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
（
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二、日本側の対応
　
外
務
省
で
朝
士
の
連
絡
役
と
な
っ
た
の
は
宮
本
小
一
大
書
記
官
で
あ
る
が
、
彼
の
依
頼
に
応
じ
て
各
省
使
で
も
朝
士
た
ち
の
視
察
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
専
対
員
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
身
分
は
様
々
で
あ
り
、
各
省
使
の
意
識
を
計
る
尺
度
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る
専
対
員
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
 。
大
蔵
省　
大
書
記
官
石
丸
安
世
、
一
等
属
金
田
清
風
内
務
省　
権
大
書
記
官
西
村
捨
三
陸
軍
省　
少
将
小
沢
武
雄
海
軍
省　
大
尉
曽
根
俊
虎
、
中
秘
書
堤
従
正
文
部
省　
特
に
設
置
せ
ず
、
丁
寧
に
対
応
す
る
と
回
答
開
拓
使　
五
等
属
小
寺
秀
信
、
六
等
属
竹
内
拾
兎
一　
　
『
来
航
一
件
』
に
よ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
省
使
が
視
察
へ
の
協
力
を
明
言
し
て
い
る
。
文
部
省
は
専
対
員
を
置
く
こ
と
は
し
な
い
が
、
ど
の
施
設
で
も
丁
寧
に
対
応
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
管
轄
下
の
学
校
や
施
設
の
名
称
、
住
所
、
休
館
日
等
を
記
し
て
参
考
に
供
し
て
い
る
 。
ま
た
少
将
を
専
対
員
と
し
、「
毎
日
午
前
第
八
時
よ
り
午
後
第
二
時
迄
之
間
ニ
於
テ
、
休
暇
日
之
外
は
何
時
来
省
相
成
候
而
は［マ
マ
］差
支
無
之
候
」 と
回
答
し
た
陸
軍
省
な
ど
、
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
省
も
あ
る
。朝
士
の
中
で
は
海
軍
の
担
当
者
は
特
に
決
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
海
軍
省
で
専
対
員
と
な
っ
た
曽
根
俊
虎
は
興
亜
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
（
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日
本
側
は
朝
士
た
ち
の
要
望
に
応
じ
て
、
様
々
な
施
設
の
視
察
に
協
力
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
こ
に
は
自
ず
と
日
本
側
の
誘
導
が
働
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
特
に
日
本
の
「
富
国
強
兵
」「
殖
産
興
業
」
化
の
度
合
い
を
示
す
よ
う
な
施
設
や
行
事
に
、
積
極
的
に
招
い
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
　
た
と
え
ば
朝
士
は
着
京
直
後
の
五
月
三
十
日
に
、
当
時
上
野
で
開
か
れ
て
い
た
内
国
勧
業
博
覧
会
を
視
察
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
当
日
宮
本
小
一
は
博
覧
会
事
務
官
に
あ
て
て
、案
内
人
の
準
備
と
有
益
な
も
の
を
解
説
し
て
く
れ
る
よ
う
、
次
の
様
に
依
頼
し
て
い
る
 。
本
日
午
後
朝
鮮
国
視
察
官
一
行
会
場
看
覧
ト
シ
テ
相
越
候
ニ
付
而
は
、
不
案
内
之
者
徒
ニ
満
場
ヲ
彷
徨
験
覧
致
候
迄
ニ
而
は
、
彼
ノ
視
察
上
実
益
無
之
遺
憾
之
儀
ニ
も
被
存
候
間
、乍
御
面
倒
案
内
者
一
名
御
差
出
看
覧
順
序
御
指
示
、
又
有
益
ノ
事
物
ニ
付
而
は
、
其
概
略
ヲ
モ
解
説
被
致
候
様
及
御
依
頼
候
。
尤
通
弁
人
等
ハ
付
添
可
罷
出
候
間
、
左
様
御
承
知
相
成
度
、
此
段
及
御
照
会
候
也
。
　
こ
の
視
察
に
は
朝
士
十
一
名
、
随
員
十
名
と
い
う
一
行
の
大
部
分
が
参
加
し
た
が
、
結
局
一
部
を
見
た
だ
け
で
時
間
切
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
 。
そ
の
後
博
覧
会
事
務
局
長
の
品
川
弥
二
郎
は
、
六
月
十
日
に
行
わ
れ
た
褒
賞
授
与
式
へ
朝
士
た
ち
を
招
待
し
た
の
だ
が
、
天
皇
臨
席
の
も
と
、
政
府
高
官
、
外
国
公
使
等
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
式
典
に
つ
い
て
、
李　
永
は
詳
細
に
記
し
て
い
る
 。
こ
の
と
き
褒
賞
を
受
け
た
四
つ
の
組
織
・
個
人
の
内
の
一
つ
が
、
富
岡
製
糸
場
で
あ
っ
た
。
（
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に
金
鏞
元
等
が
富
岡
ま
で
視
察
に
出
か
け
た
の
は
、
こ
の
褒
賞
授
与
が
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
軍
関
係
の
視
察
も
多
か
っ
た
。
施
設
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
陸
軍
観
兵
式
 や
教
導
団
の
火
入
れ
式
 、
海
軍
兵
学
校
や
陸
軍
士
官
学
校
で
の
演
習
 、
野
戦
地
医
療
演
習
な
ど
の
実
地
訓
練
 、
隅
田
川
で
の
軍
艦
・
端
舟
の
競
漕
 、
砲
兵
工
廠
 や
横
須
賀
造
船
所
な
ど
の
視
察
 に
は
、
多
数
の
朝
士
が
参
加
し
て
い
る
。
近
代
的
な
洋
式
軍
隊
や
製
造
技
術
を
見
せ
る
こ
と
は
、
日
本
の
国
力
を
誇
示
す
る
に
最
も
有
効
的
な
手
段
で
あ
っ
た
に
相
違
無
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
帰
国
間
際
に
な
っ
て
宇
都
宮
の
大
演
習
の
視
察
に
出
か
け
た
朝
士
も
い
た
の
で
あ
る
。
三、朝士たちの視察事例
　
次
に
史
料
か
ら
明
ら
か
に
で
き
る
、
朝
士
た
ち
の
具
体
的
な
視
察
事
例
を
見
て
い
き
た
い
。
（１）朴定陽
　
朴
定
陽
は
先
述
し
た
よ
う
に
視
察
団
の
中
で
は
最
も
職
位
、
品
階
が
高
く
、
高
宗
か
ら
最
初
に
任
命
さ
れ
た
七
名
の
内
の
一
人
で
あ
る
。
当
時
四
十
才
と
平
均
的
な
年
齢
に
属
す
る
が
、
名
簿
の
中
で
は
最
初
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
形
式
的
に
は
視
察
団
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
来
日
前
は
刑
曹
参
判
の
職
（
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に
あ
り
、
視
察
担
当
は
内
務
省
で
あ
っ
た
。
彼
が
同
伴
し
た
随
員
の
一
人
李
商
在
（
当
時
三
十
一
才
）
は
、
後
に
独
立
協
会
設
立
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
。
朴
定
陽
が
帰
国
後
提
出
し
た
資
料
か
ら
判
断
す
る
と
、
彼
は
内
務
省
以
外
に
農
商
務
省
も
視
察
対
象
と
し
た
よ
う
で
あ
る
 。
彼
の
『
従
宦
日
記
』
は
高
宗
十
八
年
か
ら
二
十
年
の
三
年
間
に
わ
た
る
毎
日
の
詳
細
な
行
動
記
録
で
あ
り
、
国
王
の
命
を
受
け
て
か
ら
釜
山
で
の
滞
在
を
経
て
日
本
に
渡
航
し
、
帰
国
し
て
記
録
を
ま
と
め
て
国
王
に
提
出
す
る
ま
で
の
日
々
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
 。
日
本
で
の
行
動
に
関
し
て
も
、
訪
問
先
、
面
会
人
は
も
と
よ
り
、
そ
の
際
の
同
行
者
の
名
前
も
記
さ
れ
て
い
る
。
　
彼
が
東
京
滞
在
中
の
五
月
二
十
五
日
か
ら
八
月
八
日
ま
で
の
七
十
六
日
間
に
、
外
出
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
日
は
四
十
八
日
、
そ
の
う
ち
、
担
当
部
署
で
あ
る
内
務
省
や
農
商
務
省
、
及
び
関
係
施
設
に
出
向
い
た
の
は
十
八
日
、
政
府
関
係
者
が
宿
舎
に
来
館
し
た
の
は
五
回
で
あ
る
。他
の
朝
士
と
共
に
政
府
高
官
に
会
っ
た
り
、
招
待
さ
れ
た
陸
軍
操
練
や
民
間
の
懇
親
会
の
他
、
清
国
公
使
館
に
も
七
回
出
向
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
来
視
察
対
象
と
し
て
重
要
な
施
設
と
思
わ
れ
る
富
岡
製
糸
場
に
金
鏞
元
、
宗
憲
斌
（
李
元
會
随
員
）
が
赴
い
た
と
き
、
彼
自
身
は
同
行
せ
ず
、
随
員
の
一
人
王
済
膺
を
派
遣
し
て
い
る
。
朴
定
陽
が
視
察
し
た
担
当
部
署
の
関
係
施
設
は
、
日
記
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
 。
内
務
省
、
農
商
務
省
、
三
田
種
育
場
、
養
蚕
所
、
農
具
製
作
所
、
警
視
庁
、
駅
逓
局
、
千
住
製
作
所
、
東
京
集
治
監
、
競
馬
会
、
石
川
島
監
獄
、
駒
場
農
（
）
（
）
（
）
学
校
、
西
今
原
樹
木
試
験
場
、
王
子
村
製
糸
所
、
品
川
琉
璃
造
作
所
　
彼
の
日
記
に
は
心
情
的
な
こ
と
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
淡
々
と
し
た
行
動
記
録
に
留
ま
っ
て
い
る
た
め
、
具
体
的
な
状
況
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
新
聞
に
は
熱
心
に
視
察
を
行
っ
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
 。
朝
鮮
人
ハ
先
頃
よ
り
度
々
内
務
省
へ
出
頭
し
、
事
務
の
順
序
等
を
質
問
せ
し
に
付
、
其
質
問
の
廉
々
を
内
局
書
記
官
よ
り
各
局
課
へ
廻
達
さ
れ
た
れ
バ
、
担
任
の
局
長
課
長
よ
り
其
質
問
の
答
書
を
作
り
て
内
局
へ
差
出
せ
し
を
翻
訳
し
、
同
省
の
事
務
章
程
と
共
に
贈
与
さ
れ
し
よ
し
。
　
こ
の
よ
う
に
多
忙
な
視
察
の
日
々
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
さ
さ
や
か
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
し
て
い
る
 。
参
判
朴
定
陽
氏
は
我
が
国
の
盆
栽
を
好
み
、
渡
来
以
降
既
に
数
種
の
盆
栽
を
諸
方
へ
注
文
し
た
る
よ
し
。
　
朴
定
陽
は
一
八
八
七
年
、
初
代
駐
米
公
使
と
し
て
米
国
に
赴
任
し
て
い
る
。
（２）李
　
永
　
李　
永
は
当
時
四
十
六
才
、正
三
品
で
来
日
前
の
官
職
は
兵
曹
参
知
で
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
同
年
代
の
閔
種
黙
、
趙
秉
稷
と
と
も
に
、
海
関
（
税
関
）
を
担
当
し
て
い
た
。従
っ
て
こ
の
三
名
は
同
じ
宿
舎
に
滞
在
し
、共
に
行
動
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
彼
が
記
し
た
『
日
槎
集
略
』
は
行
動
記
録
と
し
て
の
緻
密
さ
に
加
え
、
状
況
を
詳
細
に
記
し
た
り
、時
に
は
感
想
や
感
情
な
ど
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
（
）
（
）
大
変
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。
彼
は
既
に
長
崎
や
神
戸
に
滞
在
し
て
い
た
時
も
、
該
地
の
税
関
長
や
書
記
官
と
「
税
務
問
答
」
を
し
て
い
る
が
、
東
京
に
来
て
か
ら
は
一
層
足
繁
く
大
蔵
省
や
税
関
関
係
者
と
会
い
、
早
く
か
ら
資
料
の
収
集
に
努
め
て
い
る
。
　
彼
が
東
京
滞
在
中
に
外
出
し
た
こ
と
が
明
確
な
日
数
は
五
十
五
日
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
が
担
当
部
署
で
あ
り
、
そ
の
他
の
日
で
も
日
本
人
関
係
者
が
宿
舎
を
訪
れ
る
こ
と
が
屡
々
あ
っ
た
。
ま
た
六
月
十
九
日
か
ら
七
月
十
四
日
ま
で
は
横
浜
に
滞
在
し
、
殆
ど
毎
日
税
関
に
通
っ
て
い
る
。
　
彼
が
大
蔵
省
の
関
税
局
関
係
者
と
会
っ
た
の
は
三
十
一
回
で
あ
る
が
、
清
国
公
使
館
関
係
者
に
会
っ
て
「
税
則
問
答
」
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
 。
し
た
が
っ
て
大
変
熱
心
に
視
察
し
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
　
『
日
槎
集
略
』
か
ら
は
、
李　
永
が
他
の
朝
士
た
ち
を
訪
問
し
た
り
、
或
い
は
訪
問
を
受
け
る
な
ど
、
朝
士
相
互
の
交
流
の
様
子
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。
近
隣
に
住
む
重
野
安
繹
を
訪
れ
、
歓
談
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
朝
鮮
の
留
守
宅
か
ら
朝
士
た
ち
に
手
紙
が
届
い
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
 。
　
た
だ
、
彼
は
日
本
の
諸
制
度
の
中
で
長
所
と
な
る
も
の
を
受
容
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
見
せ
な
が
ら
も
、「
日
本
が
旧
制
度
を
一
度
に
廃
棄
し
、
全
て
の
制
度
を
西
欧
化
し
た
訳
」
を
理
解
で
き
ず
、
こ
れ
を
「
日
人
が
喜
ん
で
行
っ
た
も
の
」
か
、
と
の
疑
問
を
捨
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、と
評
さ
れ
て
い
る
 。
こ
の
こ
と
は
、
勧
業
博
覧
会
の
褒
賞
式
に
出
席
し
た
と
き
の
感
想
か
ら
も
推
察
で
き
る
。
彼
は
玉
（
0）
（
）
（
）
座
や
外
国
人
、
日
本
人
招
待
客
の
観
覧
席
、
備
品
な
ど
場
内
の
配
置
や
式
典
の
様
子
を
色
彩
も
交
え
て
詳
し
く
記
し
て
い
る
の
だ
が
、
還
幸
の
際
の
天
皇
が
乗
っ
た
馬
車
や
海
陸
軍
楽
隊
、
旗
を
か
ざ
し
た
騎
兵
隊
数
十
名
、
武
装
兵
士
「
幾
百
名
」、
そ
の
他
「
朝
官
陪
従
」
し
て
い
る
様
子
を
次
の
様
に
記
し
て
い
る
 。
　
　
其
威
儀
節
次
似
以
簡
便
為
務
而［カ］
至
於
章
服
之
制
大
非
礼
度
中
出
来
者
也
　
彼
は
五
月
三
十
日
に
博
覧
会
を
見
学
し
た
際
に
は
、「
其
中
機
械
之
如
織
機
脱
稃
等
機
実
為
可
用
」 と
、
織
機
、
脱
穀
機
に
つ
い
て
関
心
を
示
し
、
そ
の
有
用
性
に
つ
い
て
評
価
し
て
い
る
の
だ
が
、
式
典
に
関
し
て
は
天
皇
の
威
儀
や
手
続
き
が
朝
鮮
に
比
し
て
「
簡
便
」
で
あ
り
、
服
制
に
至
っ
て
は
「
大
非
礼
」
と
感
じ
て
い
た
。
ま
た
式
典
か
ら
退
出
す
る
際
の
「
男
女
混
合
」
に
も
驚
い
て
い
る
 。
　
し
か
し
褒
賞
式
の
感
想
以
上
に
印
象
深
い
記
述
は
、
六
月
十
五
日
に
日
比
谷
練
兵
場
で
行
わ
れ
た
陸
軍
観
兵
式
の
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
の
式
に
は
天
皇
の
名
代
と
し
て
有
栖
川
熾
仁
親
王
が
出
席
し
、
ロ
シ
ア
海
軍
中
将
レ
ソ
フ
ス
キ
ー
の
他
、
三
条
、
岩
倉
の
両
大
臣
、
大
木
喬
任
、
伊
藤
、
山
田
顕
義
、
西
郷
従
道
の
四
参
議
、
大
山
巌
陸
軍
卿
が
出
席
し
た
が
、「
朝
鮮
人
へ
も
観
覧
を
許
さ
れ
た
り
」
 
と
報
道
さ
れ
て
お
り
、
巌
世
永
と
李　
永
以
外
の
朝
士
十
名
が
参
加
し
て
い
た
 。
当
日
の
詳
し
い
様
子
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
彼
ら
に
招
待
の
話
が
あ
っ
た
と
き
、
外
務
省
は
朝
士
た
ち
に
「
並
進
」
を
求
め
た
ら
し
い
。
　
　
聞
陸
軍
省
観
兵
式
設
行
云
、
而
自
外
務
省
請
諸
公
諸
公
並
進
、
余
懣
甚
未
往
 
　
李　
永
は
外
務
省
の
要
望
に
気
分
を
害
し
て
参
加
を
拒
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
恐
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
ら
く
「
並
進
」
を
見
せ
物
の
よ
う
に
感
じ
、
朝
鮮
朝
士
と
し
て
の
矜
持
が
、
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（３）洪英植と魚允中
　
洪
英
植
と
魚
允
中
は
、
来
日
前
か
ら
視
察
団
の
中
で
の
開
化
派
と
伝
え
ら
れ
、
釜
山
で
の
集
合
の
際
に
も
二
人
は
行
動
を
共
に
し
て
い
る
。
既
に
日
本
語
を
理
解
し
て
い
た
、
と
い
う
報
道
の
信
憑
性
は
疑
わ
し
い
が
、「
す
で
に
心
は
日
本
人
」
と
言
わ
れ
て
お
り
 、
守
旧
的
な
他
の
朝
士
と
は
出
発
前
か
ら
確
執
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
洪
英
植
は
陸
軍
、
魚
允
中
は
大
蔵
省
を
担
当
し
て
い
た
が
、
着
京
以
来
二
人
は
同
じ
宿
舎
に
滞
在
し
、
担
当
部
署
の
視
察
以
外
で
も
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
　
彼
ら
は
長
崎
に
着
く
と
、
他
の
朝
士
と
は
異
な
り
直
ぐ
さ
ま
意
欲
的
な
視
察
を
始
め
て
い
る
。
例
え
ば
長
崎
近
郊
の
炭
坑
に
は
、
二
人
と
金
鏞
元
だ
け
が
出
か
け
て
い
る
し
 、大
阪
の
陸
軍
操
練
視
察
の
際
に
は
、
二
人
は
銃
を
借
り
て
射
的
を
試
み
た
と
い
う
 。
　
着
京
後
、
陸
軍
担
当
の
洪
英
植
は
、
李
元
會
と
と
も
に
し
ば
し
ば
陸
軍
省
に
足
を
運
び
、
視
察
、
研
究
に
励
ん
で
い
る
。
朝
鮮
人
の
依
頼
に
応
し
、
一
昨
日
の
午
前
十
時
よ
り
日
比
谷
の
練
兵
場
に
於
て
教
導
団
歩
兵
生
徒
一
大
隊
の
火
入
演
習
を
執
行
さ
れ
し
に
付
、
小
沢
陸
軍
少
将
も
其
場
へ
臨
ま
れ
た
り
。
右
陸
軍
の
事
視
察
を
担
当
す
る
朝
鮮
人
ハ
、
（
）
（
0）（
）
0
参
議
洪
英
植
、
水
軍
節
度
使
李
元
會
に
て
、
海
軍
の
事
を
視
察
す
る
ハ
参
判
趙
準
永
、
承
旨
嚴
世
永
等
の
諸
氏
な
り
と
か
い
ふ
。
右
に
付
洪
、
李
の
二
氏
ハ
屡
々
陸
軍
省
へ
出
頭
し
て
、
陸
軍
の
大
体
よ
り
諸
兵
操
練
等
の
事
ま
で
心
を
こ
め
て
研
究
し
、
帰
国
の
頃
ま
で
に
ハ
其
大
要
を
覚
へ
ね
バ
な
ら
ぬ
と
云
ひ
居
る
由
、
此
頃
火
薬
の
製
造
方
を
伝
習
せ
し
め
ん
と
て
其
随
員
二
名
を
板
橋
の
火
薬
製
造
所
に
出
頭
せ
し
め
た
り
。
又
本
日
ハ
軍
医
本
部
に
て
右
の
二
氏
を
招
き
、
治
療
の
法
及
ひ
陣
中
救
療
法
等
を
一
覧
せ
し
め
ら
る
ゝ
と
 。
　
一
方
、
魚
允
中
は
帰
国
後
『
随
聞
録
』
を
著
し
て
日
本
の
現
状
を
詳
し
く
考
察
し
て
い
る
が
、『
従
政
日
記
』
に
は
滞
在
中
の
具
体
的
な
記
事
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
「
魚
允
中
は
遊
覧
団
の
中
で
も
一
目
置
か
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
」 と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
新
聞
か
ら
は
魚
允
中
独
自
の
動
き
を
推
測
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
多
く
が
洪
英
植
と
二
人
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
中
で
も
視
察
団
に
お
け
る
二
人
の
特
殊
な
立
場
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
人
一
行
の
中
（
中
略
）
開
化
党
ハ
僅
か
二
名
の
み
に
て
、（
中
略
）
右
開
化
党
ハ
大
に
幅
を
利
か
し
万
事
の
指
揮
及
び
諸
官
署
へ
の
応
接
向
き
ハ
、
右
二
人
が
取
仕
切
て
負
担
す
る
由
（
後
略
） 
　
二
人
に
つ
い
て
は
、
視
察
以
外
で
も
独
自
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
大
倉
商
会
の
大
倉
喜
八
郎
が
六
月
二
十
日
に
朝
士
た
ち
の
歓
迎
会
を
開
い
た
後
、
従
来
か
ら
同
商
会
の
釜
山
支
店
で
関
わ
り
の
あ
っ
た
金
鏞
元
、
高
永
喜
と
共
に
、
こ
の
二
人
だ
け
を
招
い
て
歓
談
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
彼
ら
が
常
に
日
本
側
か
ら
「
開
（
）
（
）
（
）
化
派
の
二
人
」
と
意
識
さ
れ
、
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
現
れ
だ
ろ
う
。
こ
の
席
で
洪
、
魚
の
二
人
は
、
次
の
様
に
質
問
を
し
た
と
い
う
。
貴
国
の
商
賈
ハ
何
れ
も
大
資
本
を
有
し
、
富
豪
に
し
て
商
業
を
営
ま
る
ゝ
様
に
見
受
け
た
り
。
是
に
は
何
か
宜
し
き
仕
法
の
有
る
こ
と
な
ら
ん
と
思
ハ
る
れ
ど
も
、
窺
ひ
知
る
に
由
な
し
、
何
と
ぞ
此
事
の
御
教
示
を
承
り
た
く
（
後
略
）
　
こ
れ
に
対
し
大
倉
は
、
酒
席
で
の
誤
り
を
避
け
る
た
め
、
後
に
自
ら
の
意
見
を
漢
文
体
の
文
書
に
ま
と
め
て
、
二
人
に
送
っ
て
い
る
 。
ま
た
二
人
は
六
月
二
十
二
日
に
高
永
喜
を
伴
い
、
印
刷
局
、
第
一
国
立
銀
行
を
巡
っ
た
あ
と
東
京
日
日
新
聞
社
を
訪
れ
、
新
聞
紙
の
組
み
立
て
方
な
ど
に
つ
き
質
問
を
し
た
と
い
う
 。
　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
経
済
活
動
に
も
興
味
を
示
し
て
い
る
が
、
二
人
が
最
も
熱
心
な
視
察
を
行
っ
た
の
は
、
軍
関
係
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
朝
鮮
紳
士
洪
英
植
、
魚
允
中
の
両
氏
に
ハ
、
昨
日
午
前
九
時
頃
海
軍
省
へ
参
ら
れ
、
省
内
を
残
ら
ず
一
覧
し
た
る
後
海
軍
兵
学
校
へ
到
り
、
次
長
本
山
中
佐
の
案
内
に
て
生
徒
の
授
業
、
及
び
摂
津
艦
に
て
戦
争
操
練
、
帆
前
操
練
を
観
覧
し
、
正
午
十
二
時
頃
再
び
本
省
へ
立
ち
寄
り
て
帰
寓
せ
ら
れ
し（
後
略
）
　
他
の
朝
士
と
共
に
軍
関
係
の
視
察
、
行
事
に
参
加
し
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
二
人
が
独
自
の
動
き
を
し
て
い
た
こ
と
は
、
二
人
が
 
帰
っ
て
間
も
な
く
他
の
六
名
の
朝
士
が
右
記
の
兵
学
校
を
訪
れ
、
視
察
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
 。
（
）
（
）
（
）

　
と
こ
ろ
で
魚
允
中
の
高
宗
へ
の
視
察
状
況
報
告
に
は
、
先
に
紹
介
し
た
部
分
に
続
い
て
次
の
様
な
記
述
が
あ
る
 。
日
主
之
北
巡
也
、
追
至
宇
都
宮
観
兵
、
至
日
光
山
奉
審
孝
廟
御
筆
是
白
乎
旀
　
こ
れ
は
、
天
皇
を
追
っ
て
宇
都
宮
で
演
習
を
見
、
そ
の
後
日
光
の
見
学
に
行
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
七
月
二
十
三
日
外
務
卿
代
理
上
野
景
範
は
陸
軍
卿
大
山
巌
に
宛
て
て
、
洪
英
植
、
魚
允
中
、
高
永
喜
か
ら
の
希
望
と
し
て
、
次
の
様
に
依
頼
し
て
い
る
 。
滞
京
韓
客
之
内
、
別
紙
之
人
員
今
般
宇
都
宮
対
抗
運
動
拝
見
相
願
度
旨
申
出
候
。本
省
よ
り
ハ
花
房
義
質
外
ニ
通
弁
壱
人
従
者
壱
人
同
伴
可
罷
越
存
居
候
。
可
然
御
取
計
相
成
度
及
御
依
頼
候
也
。
　
こ
れ
に
対
し
、
大
山
か
ら
了
承
の
旨
返
答
が
あ
り
、
陸
軍
か
ら
中
尉
一
名
を
派
遣
し
て
世
話
に
当
た
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
 。
朝
鮮
公
使
花
房
義
質
は
帰
国
し
て
ま
だ
間
も
な
か
っ
た
し
、
自
身
が
朝
士
に
付
き
添
っ
た
記
録
は
他
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
宇
都
宮
大
演
習
は
明
治
天
皇
の
東
北
、
北
海
道
巡
幸
に
あ
わ
せ
て
催
さ
れ
、
天
皇
立
ち
会
い
の
も
の
で
行
わ
れ
た
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
八
月
一
日
の
郵
便
報
知
は
次
の
様
に
記
し
て
い
る
 。
西
郷
中
将
、
山
田
中
将
及
ひ
浅
井
歩
兵
大
佐
は
宇
都
宮
の
大
演
習
見
分
の
為
め
出
張
せ
ら
れ
仏
国
公
使
館
付
の
歩
兵
大
佐
プ
ー
ゴ
ア
ン
、
韓
客
法［洪
］英
植
、
魚
允
中
、
高
永
喜
の
諸
氏
も
亦
同
地
へ
赴
き
、
花
房
弁
理
公
使
も
韓
客
に
同
行
せ
ら
る
と
。
ま
た
大
演
習
ハ
来
る
三
四
日
の
両
日
と
定
ま
り
、
初
日
ハ
鬼
（
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怒
川
を
挟
み
て
氏
家
、
阿
久
津
、
沢
辺
に
て
仮
設
敵
運
動
を
行
ハ
れ
、
次
日
ハ
不
期
対
抗
運
動
を
施
行
せ
ら
れ
、
東
軍
ハ
阿
久
津
、
西
軍
ハ
宇
都
宮
に
陣
し
、
其
間
に
て
対
戦
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
。
　
彼
ら
の
宇
都
宮
行
き
自
体
は
他
の
朝
士
た
ち
に
知
ら
さ
れ
て
い
た
が
 、詳
し
い
説
明
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
す
で
に
朝
士
た
ち
は
帰
国
の
準
備
を
始
め
て
お
り
、
朴
定
陽
、
李　
永
等
六
名
は
、
八
月
三
日
に
別
れ
の
挨
拶
の
た
め
二
大
臣
や
外
務
省
を
訪
ね
て
い
る
。
二
大
臣
、
井
上
外
務
卿
、
花
房
と
も
に
「
他
出
」 と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
花
房
が
洪
英
植
ら
と
共
に
宇
都
宮
に
行
っ
た
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
朝
士
た
ち
は
八
月
六
日
に
横
浜
に
行
き
、
四
、五
日
滞
在
し
た
後
帰
路
に
付
く
予
定
だ
っ
た
が
、
六
日
に
な
っ
て
も
洪
英
植
等
が
宇
都
宮
か
ら
戻
ら
な
い
た
め
、
こ
れ
を
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
 。
結
局
彼
ら
は
七
日
夜
に
戻
っ
て
来
た
が
、
ま
だ
出
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
洪
英
植
は
十
七
日
発
航
の
船
で
出
発
し
、
後
で
神
戸
で
合
流
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
他
の
朝
士
た
ち
は
、「
若
於
後
船
便
不
到
神
戸
、
則
諸
公
不
必
更
待
、
先
則
発
行
云
々
」
と
、
も
し
到
着
し
な
い
な
ら
ば
、
先
に
出
発
す
る
と
釘
を
さ
し
た
の
で
あ
る
 。
　
こ
の
よ
う
に
洪
英
植
、
魚
允
中
の
ふ
た
り
は
、
滞
在
中
他
の
朝
士
た
ち
と
は
明
ら
か
に
距
離
が
あ
っ
た
。『
日
槎
集
略
』
に
お
い
て
も
、
李　
永
が
二
人
と
接
触
し
て
い
る
記
述
は
他
の
朝
士
に
比
し
て
ご
く
僅
か
で
あ
っ
た
。
（
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（４）金鏞元　
金
鏞
元
が
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
彼
は
李
元
會
と
共
に
軍
事
専
門
家
と
し
て
視
察
団
に
加
わ
っ
て
お
り
、
他
の
朝
士
の
よ
う
な
復
命
書
も
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
 。
ま
た
他
の
朝
士
た
ち
と
は
若
干
異
な
る
認
識
を
さ
れ
て
い
る
時
も
あ
り
、
彼
を
準
朝
士
、
と
表
現
す
る
新
聞
も
あ
っ
た
 。
し
か
し
彼
は
一
八
七
六
年
に
来
日
し
た
第
一
次
修
信
使
金
綺
秀
の
随
員
中
、
上
官
の
一
人
と
し
て
高
永
喜
と
共
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
そ
の
時
の
身
分
は
「
画
員
司
果
」
で
あ
っ
た
 。
今
回
の
任
命
は
朝
士
の
中
で
最
も
遅
い
時
期
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
仁
川
開
港
に
備
え
て
汽
船
と
銃
砲
購
入
の
た
め
に
来
日
す
る
筈
だ
っ
た
李
東
仁
の
不
慮
の
死
に
よ
り
、
急
遽
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
も
言
わ
れ
て
い
る
 。
　
一
方
釜
山
領
事
近
藤
真
鋤
の
書
翰
か
ら
は
、
彼
が
日
本
領
事
館
と
以
前
か
ら
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、「
化
学
篤
志
之
者
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。そ
の
意
味
で
は
来
日
朝
士
の
中
で
は
最
も
日
本
側
と
近
い
人
物
で
あ
っ
た
。
具
体
的
な
内
容
は
わ
か
ら
な
い
が
、
一
八
八
〇
年
末
に
は
、
公
使
花
房
義
質
が
金
鏞
元
を
公
使
館
で
雇
用
し
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
近
藤
は
、
名
指
し
で
指
名
す
る
こ
と
は
朝
鮮
側
の
「
官
ノ
猜
忌
ヲ
来
タ
シ
同
輩
ノ
嫉
妬
ヲ
引
キ
、
必
然
不
測
之
災
害
ヲ
招
ク
ニ
至
ル
ヘ
ク
」
と
し
て
断
念
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
 。
近
藤
に
よ
れ
ば
、
金
鏞
元
は
釜
山
で
ガ
ラ
ス
製
造
の
伝
習
を
受
け
た
経
験
が
あ
り
 、
そ
の
関
係
か
ら
石
炭
の
採
掘
に
も
意
欲
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
彼
自
身
は
訪
日
を
希
望
し
て
い
た
が
、「
官
ノ
猜
疑
」
と
「
国
俗
」
に
よ
り
（
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自
ら
意
志
を
表
明
す
る
こ
と
を
躊
躇
し
て
い
た
た
め
、
近
藤
や
花
房
は
朝
鮮
政
府
か
ら
命
令
が
下
さ
れ
る
よ
う
、
側
面
か
ら
支
援
し
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
だ
 。
視
察
員
と
し
て
の
派
遣
が
決
定
し
た
あ
と
、
金
鏞
元
は
近
藤
に
「
蒸
気
船
運
転
及
製
造
方
其
他
玻
瓈
製
造
写
真
等
技
芸
伝
習
致
度
」
と
申
し
出
て
い
た
と
い
う
 。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
金
鏞
元
は
思
想
的
な
意
味
で
の
「
開
化
派
」
と
い
う
よ
り
も
、
技
術
的
な
面
に
強
い
興
味
を
抱
い
て
い
た
人
物
と
思
わ
れ
る
。
　
金
鏞
元
は
来
日
直
後
、
洪
英
植
、
魚
允
中
と
共
に
早
速
長
崎
近
郊
の
炭
坑
を
視
察
し
て
い
る
。
東
京
へ
着
い
て
か
ら
も
、
極
め
て
精
力
的
な
視
察
を
続
け
た
こ
と
は
、宮
本
が
色
々
な
施
設
に
対
し
て
配
慮
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
　
六
月
二
十
日
過
ぎ
に
は
、
王
済
膺
、
宗
憲
斌
と
共
に
富
岡
製
糸
場
に
出
か
け
て
い
る
 。
王
済
膺
は
朴
定
陽
の
、
宗
憲
斌
は
李
元
會
の
随
員
で
あ
る
。
彼
ら
は
富
岡
の
他
に
新
町
に
も
立
ち
寄
り
、
宮
本
小
一
か
ら
農
商
務
省
に
対
し
、「
両
所
ノ
内
い
つ
れ
の
紹
介
ニ
出
タ
ル
事
カ
、
島
村
養
蚕
家
田
島
武
兵
衛
方
ヘ
モ
往
覧
、
同
人
方
ニ
テ
モ
一
方
な
ら
す
丁
寧
の
説
明
ヲ
受
ケ
、
養
蚕
新
論
全
部
被
恵
深
ク
感
謝
致
候
旨
、
昨
日
一
行
帰
京
之
上
金
氏
よ
り
親
シ
ク
申
出
候
」 と
謝
意
が
示
さ
れ
て
い
る
。
七
月
に
は
「
金
鏞
元
ナ
ル
者
金
銀
分
析
術
研
究
志
願
」 と
し
て
、
大
蔵
省
に
対
し
分
析
試
験
所
の
見
学
願
い
が
出
さ
れ
た
が
、「
当
所
之
義
ハ
試
験
科
之
者
甚
人
少
ニ
而
、
日
々
ノ
工
程
ニ
逐
ハ
レ
、
実
ニ
寸
暇
ヲ
難
得
次
第
ニ
付
、
質
問
等
ニ
応
接
候
様
ニ
は
相
成
兼
、
誠
ニ
試
験
室
も
手
狭
ニ
而
傍
観
之
席
も
無
之
ニ
付
、
到
底
御
依
頼
ニ
は
難
応
」 と
し
て
一
旦
断
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
の
ち
（
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に
大
阪
本
局
な
ら
ば
「
傍
観
質
問
位
」 は
差
支
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
た
め
、
再
度
外
務
省
か
ら
願
い
で
た
末
、
よ
う
や
く
大
阪
造
幣
局
か
ら
許
可
が
下
り
、
金
鏞
元
は
す
ぐ
に
出
発
す
る
準
備
に
か
か
っ
て
い
る
 。
八
月
に
は
生
野
や
そ
の
近
辺
の
鉱
山
へ
も
視
察
に
出
か
け
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
「
今
般
朝
鮮
視
察
渡
来
之
挙
ハ
彼
国
従
来
之
旧
套
ヲ
脱
シ
開
進
ヲ
促
ス
尤
美
事
ニ
付
、
東
京
各
官
庁
ニ
於
テ
モ
皆
懇
切
之
誘
導
被
加
候
ニ
付
、
於
貴
所
モ
可
成
御
補
助
、
本
人
素
願
相
達
候
様
御
周
旋
之
儀
御
依
頼
仕
候
」 と
特
別
な
配
慮
を
要
請
し
て
い
る
。
そ
の
他
彼
は
随
員
孫
鵬
九
を
、
ガ
ラ
ス
製
造
技
術
研
究
の
為
、
品
川
の
製
造
所
へ
通
わ
せ
て
も
い
る
 。
　
こ
の
よ
う
に
彼
は
日
本
各
地
で
科
学
技
術
、
鉱
山
関
係
を
中
心
に
視
察
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
来
の
任
務
と
さ
れ
た
「
汽
船
運
航
」
に
つ
い
て
は
、
他
の
朝
士
と
共
に
軍
艦
観
覧
に
行
っ
た
こ
と
し
か
わ
か
ら
な
い
 。
八
月
に
他
の
朝
士
が
帰
国
し
た
の
ち
も
日
本
に
留
ま
り
、
興
亜
会
の
会
員
に
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
八
月
二
十
五
日
に
宿
舎
を
引
き
払
っ
た
と
い
う
 。
四、興亜会と視察団
　
興
亜
会
は
一
八
八
〇
（
明
治
十
三
）
年
二
月
、
欧
米
列
強
に
対
抗
し
て
「
聯
亜
洲
諸
邦
之
士
、
協
合
共
謀
、
興
正
道
、
而
拯
衰
頽
」
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
事
業
と
し
て
「
亜
細
亜
諸
邦
ノ
形
勢
事
情
ヲ
講
究
シ
、
并
セ
テ
（
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言
語
文
章
ノ
学
ヲ
習
修
ス
ル
」 こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
設
立
推
進
の
中
心
人
物
は
、
曽
根
俊
虎
や
渡
辺
洪
基
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、
初
代
会
長
に
は
伊
達
宗
城
、
副
会
長
は
渡
辺
が
就
任
し
た
が
、
活
動
に
は
末
広
重
恭
や
加
藤
政
之
助
等
の
自
由
民
権
論
者
や
宮
内
省
の
宮
嶋
誠
一
郎
、
外
務
省
の
関
係
者
等
が
多
く
参
加
し
て
い
た
。
李　
永
と
交
流
を
も
っ
た
重
野
安
繹
も
会
員
の
一
人
で
あ
る
。
同
年
七
月
の
名
簿
に
よ
る
と
、
す
で
に
二
七
三
名
の
会
員
が
い
て
、
外
務
省
の
朝
鮮
関
係
者
で
は
公
使
花
房
義
質
は
も
ち
ろ
ん
、
釜
山
領
事
近
藤
真
鋤
、
元
山
領
事
前
田
献
吉
、
奥
義
制
な
ど
も
名
を
連
ね
て
お
り
、
当
時
金
玉
均
、
朴
泳
孝
ら
開
化
派
に
よ
っ
て
ひ
そ
か
に
日
本
に
送
り
込
ま
れ
て
い
た
開
化
僧
李
東
仁
も
東
本
願
寺
寄
留
の
「
浅
野
継
允
」
と
し
て
参
加
し
て
い
た
 。
ま
た
清
国
公
使
何
如
璋
の
名
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
創
立
一
年
後
に
は
会
員
は
四
〇
〇
名
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
 。
　
興
亜
会
が
目
指
し
た
の
は
、
日
本
・
清
国
・
朝
鮮
の
連
帯
で
あ
り
、
現
地
の
情
報
を
得
る
た
め
に
清
や
朝
鮮
在
住
の
会
員
に
通
信
員
と
し
て
の
役
割
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
朝
鮮
で
通
信
員
を
依
頼
さ
れ
た
一
人
が
、
東
本
願
寺
釜
山
別
院
で
開
化
派
と
日
本
側
を
結
び
つ
け
る
役
割
を
果
た
し
た
奥
村
円
心
で
あ
っ
た
 。
　
興
亜
会
は
第
二
回
通
信
使
金
弘
集
一
行
が
来
日
し
た
と
き
、「
興
亜
会
ノ
主
旨
及
ビ
目
的
ノ
在
ル
所
ヲ
記
シ
、
又
本
会
ノ
報
告
書
及
ヒ
規
則
書
ヲ
添
ヘ
以
テ
修
信
使
ニ
贈
リ
、
懇
信
ヲ
結
ハ
ン
」 と
し
て
、
興
亜
会
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
帰
国
前
日
の
九
月
五
日
に
は
上
野
精
養
軒
に
彼
ら
を
招
い
て
懇
親
会
を
催
し
て
い
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）

る
。
金
弘
集
は
不
参
加
で
あ
っ
た
が
、
随
行
員
李
租
淵
、
尹
雄
烈
、
姜
瑋
三
氏
が
こ
れ
に
応
じ
、
日
本
側
か
ら
は
渡
辺
洪
基
、
中
村
正
直
等
が
参
加
し
た
。「
朝
野
東
仁
」
と
し
て
李
東
仁
の
参
加
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
食
事
の
外
、
筆
談
や
詩
の
応
答
な
ど
懇
親
は
六
時
間
に
及
ん
だ
と
い
う
 。
　
朝
士
視
察
団
が
来
日
し
た
と
き
、
先
述
し
た
よ
う
に
曽
根
俊
虎
は
海
軍
省
の
専
対
員
と
な
っ
て
い
る
。
会
員
か
ら
親
睦
を
望
む
声
が
起
き
た
の
で
、
朝
士
た
ち
を
招
待
し
、
六
月
二
十
三
日
午
後
三
時
か
ら
神
田
開
化
楼
に
席
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
朝
士
た
ち
の
多
く
は
任
務
が
終
わ
っ
て
い
な
い
、
と
し
て
こ
れ
を
辞
退
し
、
朝
士
か
ら
は
洪
英
植
、
魚
允
中
の
み
が
参
加
し
た
 。
李
元
會
は
病
と
し
て
随
員
沈
宜
永
を
代
わ
り
に
出
席
さ
せ
て
い
る
。
日
本
側
か
ら
は
副
会
長
の
本
田
親
雄
、
末
広
重
恭
、
宮
嶋
誠
一
郎
な
ど
が
出
席
し
、
全
参
加
者
五
十
九
名
と
い
う
盛
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
様
子
は
会
報
で
次
の
様
に
報
告
さ
れ
て
い
る
 。
一
同
会
し
、
杯
を
上
げ
、
筆
談
す
。
笑
う
者
あ
り
、
詞
を
読
む
者
あ
り
、
演
説
す
る
者
あ
り
、
盛
会
。
従
来
未
だ
相
ま
み
え
る
こ
と
の
無
か
っ
た
三
国
人
が
同
一
席
に
会
し
、
胸
襟
を
開
き
楽
し
む
。（
原
漢
文
）
　
ま
た
こ
の
と
き
詠
ん
だ
と
み
ら
れ
る
洪
英
植
、
魚
允
中
の
詩
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
 。
　
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洪
英
植
澹
溟
如
帯
隔
東
陲
、為
結
深
知
歩
険
夷
、過
境
都
従
流
水
去
、松
竹
而
今
式
好
時
同
生
斯
世
又
同
洲
、三
国
衣
冠
共
一
楼
、今
逢
兄
弟
兼
知
己
、不
負
扶
桑
作
壮
遊
（
）
（
0）
（
）
（
）
　
 
魚
允
中
邦
土
相
連
海
一
陲
、殷
勤
談
笑
説
攘
夷
、多
謝
諸
君
須
努
力
、政
値
東
風
不
競
時
衣
冠
会
三
国
、
万
里
即
同
隣
、
共
尽
綢
繆
策
、
何
応
禦
外
人
　
新
聞
で
は
会
員
以
外
の
者
も
多
く
出
席
し
た
と
し
て
、
こ
の
模
様
を
伝
え
て
い
 
る
 。
此
日
天
気
晴
朗
に
し
て
開
化
楼
は
東
京
を
一
目
に
看
下
し
、
風
景
頗
ふ
る
美
な
り
。
互
に
杯
を
交
へ
、
通
弁
を
以
て
談
話
を
為
し
、
又
ハ
詩
賦
を
以
て
意
志
を
伝
へ
、
朝
鮮
人
も
喜
悦
の
色
面
に
現
ハ
れ
点
灯
後
孰
れ
も
歓
を
尽
し
て
解
散
せ
り
。
　
と
こ
ろ
で
朝
士
た
ち
の
多
く
が
帰
国
し
た
後
も
日
本
に
留
ま
っ
て
い
た
金
鏞
元
は
、
そ
の
後
ま
も
な
く
同
盟
者
と
し
て
興
亜
会
に
入
会
し
た
と
あ
り
、
興
亜
会
社
中
宛
て
一
文
を
送
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
一
節
に
次
の
様
に
あ
る
。
技
術
の
進
歩
を
も
と
に
国
力
の
増
大
を
図
り
、
ア
ジ
ア
の
連
帯
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
 。
泰
西
先
発
軔
、
縦
横
衒
技
芸
、
光
熱
与
電
吸
、
分
明
四
字
偈
、
以
是
為
国
用
、
以
是
為
軍
制
、（
中
略
）
猗
嗟
諸
君
子
、
遂
設
興
亜
契
、
黽
勉
宜
加
厚
、
合
縦
以
結
締
、
進
々
基
富
強
、
共
期
千
万
歳
（
後
略
）
　
こ
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
開
化
派
と
見
な
さ
れ
た
朝
士
た
ち
が
、
興
亜
会
に
興
味
を
示
し
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
興
亜
会
会
員
が
朝
士
た
ち
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
が
、
開
化
派
以
外
の
朝
士
た
ち
の
関
心
を
喚
起
す
る
に
（
）
（
）

は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
 。
　
そ
の
後
、
興
亜
会
は
こ
の
年
十
月
に
第
三
次
修
信
使
、
翌
十
五
年
に
第
四
次
修
信
使
が
来
日
し
た
時
も
懇
親
会
を
開
い
て
い
る
 。
そ
し
て
壬
午
事
変
後
に
派
遣
さ
れ
た
こ
の
第
四
次
こ
そ
が
、
朴
泳
孝
を
修
信
使
と
し
金
玉
均
、
徐
光
範
な
ど
を
含
む
、
ま
さ
に
開
化
派
中
心
の
使
節
団
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
おわりに
　
八
月
十
日
、
朴
定
陽
、
趙
準
永
、
嚴
世
永
、
姜
文
馨
、
李　
永
、
沈
相
學
、
閔
種
黙
の
七
名
の
朝
士
と
、
随
員
十
四
名
、
従
者
、
通
訳
十
三
名
の
一
行
は
、
ま
だ
仕
事
を
終
え
て
い
な
い
朝
士
た
ち
を
残
し
て
横
浜
を
出
航
し
た
。
十
五
日
に
は
趙
秉
稷
、
洪
英
植
、
李
元
會
の
三
朝
士
等
が
魚
允
中
に
見
送
ら
れ
て
横
浜
を
出
航
 、
十
八
日
に
神
戸
で
合
流
し
た
。
洪
英
植
や
李
元
會
は
銃
器
や
弾
薬
の
購
入
手
配
も
済
ま
せ
て
い
た
 。
朝
士
た
ち
は
二
十
二
日
に
三
菱
の
千
歳
丸
に
乗
り
込
み
、
兵
庫
県
令
森
岡
昌
純
と
花
房
公
使
の
送
別
を
受
け
て
出
航
し
た
。
花
房
は
乗
船
し
て
彼
ら
を
送
っ
た
と
い
う
 。
魚
允
中
は
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
。
交
詢
会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
十
月
二
十
三
日
に
神
戸
で
第
三
次
修
信
使
趙
秉
鎬
と
会
い
、
そ
の
後
長
崎
を
経
て
上
海
に
向
か
い
、
天
津
で
李
鴻
章
と
会
談
を
行
っ
た
。
再
び
長
崎
に
戻
り
、
修
信
使
一
行
と
合
流
し
て
帰
国
し
た
の
は
、
十
二
月
三
十
日
の
こ
と
で
あ
る
 。
（
）
（
）
（
）
（
）
（
）
（
00）
　
先
発
し
た
朝
士
た
ち
は
八
月
二
十
六
日
、
釜
山
に
入
港
し
て
領
事
近
藤
真
鋤
の
迎
え
を
受
け
た
。
近
藤
は
九
月
二
日
、
外
務
卿
井
上
馨
に
宛
て
て
次
の
様
に
報
告
し
て
い
る
 。
本
月
（
八
月
）
廿
六
日
入
港
ノ
郵
船
千
歳
丸
ニ
テ
朝
鮮
紳
士
朴
定
陽
以
下
八
名
、
随
員
及
中
野
七
等
属
等
無
恙
帰
港
致
候
ニ
付
、
直
様
本
館
ヘ
招
請
、
茶
菓
ヲ
供
シ
暫
時
休
息
為
致
候
処
、
孰
レ
モ
旅
寓
中
格
別
ノ
御
懇
遇
ヲ
受
ケ
、
諸
取
調
事
件
ハ
勿
論
各
処
見
物
ニ
至
ル
迄
首
尾
克
相
了
リ
、
欣
幸
ノ
趣
厚
謝
申
出
、
豆
毛
弁
官
所
迄
引
取
リ
、
翌
廿
七
日
東
莱
ヘ
相
登
リ
候
由
。
尤
モ
当
日
ハ
下
官
東
莱
府
使
ヘ
引
合
事
件
有
之
相
越
候
序
、
其
旅
宿
等
ヘ
訊
問
致
度
申
遣
候
処
、
朝
士
一
同
下
官
休
息
所
迄
罷
越
、
帰
京
差
急
候
ニ
付
、
明
廿
八
日
ヨ
リ
各
出
立
致
候
旨
噂
有
之
候
間
、
尋
常
ノ
談
話
而
已
ニ
テ
事
情
相
探
リ
候
余
暇
モ
無
之
相
別
レ
申
候
。
　
近
藤
は
彼
ら
か
ら
「
諸
事
情
」
を
探
り
た
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
彼
ら
が
帰
京
を
急
い
で
い
た
た
め
、
そ
の
余
裕
が
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
　
朝
士
た
ち
は
そ
の
後
、
各
所
に
別
れ
て
収
集
し
た
資
料
の
整
理
を
し
、
国
王
へ
報
告
す
る
準
備
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
朴
定
陽
は
九
月
四
日
に
大
邱
の
把
溪
寺
に
着
く
と
、
翌
日
か
ら
十
人
の
役
人
を
集
め
て
書
類
の
整
理
に
取
り
か
か
り
、
そ
の
後
漢
城
へ
旅
を
し
な
が
ら
作
業
を
続
け
、
最
終
的
に
こ
れ
が
終
わ
っ
た
の
が
十
月
二
十
日
で
あ
る
。
翌
日
城
外
へ
泊
ま
り
、
二
十
二
日
に
趙
準
永
、
嚴
世
永
、
姜
文
馨
、
李　
永
、
沈
相
學
と
共
に
高
宗
へ
「
東
莱
府
暗
行
御
使
」
と
し
て
の
復
命
を
（
0）

果
た
し
、
書
類
を
提
出
し
た
。
洪
英
植
、
閔
種
黙
の
復
命
は
二
十
三
日
、
趙
秉
稷
は
二
十
四
日
で
あ
っ
た
 。
朝
士
た
ち
の
任
務
は
、
翌
年
二
月
二
日
の
魚
允
中
の
復
命
を
も
っ
て
終
了
す
る
。
金
鏞
元
も
し
ば
ら
く
日
本
に
留
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
の
様
子
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
　
そ
の
後
朝
士
た
ち
は
統
理
機
務
衙
門
の
改
革
に
伴
い
、
視
察
担
当
に
相
当
す
る
部
署
に
登
用
さ
れ
て
、
高
宗
の
開
化
政
策
に
従
事
し
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
彼
ら
が
日
本
の
現
状
を
肯
定
的
に
見
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
の
復
命
の
内
容
を
分
析
し
た
許
東
賢
氏
は
、
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
た
者
は
魚
允
中
と
洪
英
植
だ
け
で
あ
り
、
朴
定
陽
な
ど
八
名
は
否
定
的
だ
っ
た
と
し
て
い
る
 。
　
一
方
日
本
で
は
朝
士
た
ち
の
視
察
が
今
後
の
朝
鮮
に
及
ぼ
す
影
響
を
、
期
待
を
も
っ
て
と
ら
え
て
い
た
よ
う
だ
。
朝
鮮
に
お
け
る
頑
固
な
守
旧
論
は
単
に「
無
知
」
で
あ
る
か
ら
に
過
ぎ
ず
、
日
本
の
現
状
を
知
れ
ば
自
ず
と
開
化
に
向
か
う
筈
だ
と
楽
観
的
に
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
　
し
か
し
実
際
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。洪
英
植
は
こ
の
の
ち
、
金
玉
均
等
と
共
に
急
進
的
な
開
化
派
の
一
員
と
し
て
甲
申
政
変
を
起
こ
し
、
そ
こ
で
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
が
、
視
察
団
来
日
時
点
で
最
も
急
進
的
な
開
化
派
と
見
ら
れ
て
い
た
魚
允
中
は
、
そ
の
後
清
国
側
に
近
づ
き
、
日
本
政
府
か
ら
警
戒
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
日
本
側
か
ら
見
た
視
察
団
の
意
義
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
　
一
八
八
一
年
の
朝
士
視
察
団
は
一
応
無
事
に
終
了
し
た
。
朴
定
陽
は
こ
の
年
の
（
0）
（
0）
日
記
の
末
尾
に
、「
日
本
国
遊
覧
二
百
五
十
七
日
、
我
境
滞
留
一
百
四
十
二
日
、
彼
境
遊
覧
一
百
十
五
日
」
と
記
し
て
い
る
 。
高
宗
か
ら
命
を
受
け
て
出
発
し
、
復
命
す
る
ま
で
二
百
五
十
七
日
の
日
々
で
あ
っ
た
。
【
註
】　
［
史
料
の
年
代
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
一
八
八
一
年
の
も
の
で
あ
る
。］
（
）『
対
韓
政
策
関
係
雑
纂
明
治
十
四
年
朝
鮮
国
視
察
員
朴
正［マ
マ
］陽
来
航
一
件
』（
以
下
『
来
航
一
件
』）
一
八
二
・
一
八
三
。
外
交
史
料
館
蔵
。
な
お
史
料
番
号
は
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
公
開
し
て
い
る
、
コ
マ
番
号
に
よ
る
。
（
）
拙
稿
「
一
八
八
一
年
朝
鮮
朝
士
視
察
団
（
紳
士
遊
覧
団
）
の
来
日
─
外
務
省
の
対
応
を
中
心
に
─
」（『
清
泉
女
子
大
学
紀
要
』
第
五
六
号
、
二
〇
〇
八
、
二
七
〜
四
三
頁
）（
以
下
拙
稿
①
）。　
（
）
魚
允
中
は
来
日
予
定
と
さ
れ
て
い
た
閔
永
翊
の
随
員
も
同
行
し
た
と
思
わ
れ
る
。
兪
吉
濬
、
柳
定
秀
、
尹
致
昊
は
日
本
留
学
を
目
的
と
し
て
お
り
、
来
日
後
慶
応
義
塾
や
同
人
社
に
入
学
し
て
い
る
。
拙
稿
「
一
八
八
一
年
朝
鮮
朝
士
視
察
団
（
紳
士
遊
覧
団
）
の
日
本
派
遣
─
日
本
側
か
ら
見
た
派
遣
経
緯
─
」（『
清
泉
女
子
大
学
紀
要
』
第
五
一
号
、
二
〇
〇
三
年
、
四
九
〜
六
八
頁
）
参
照
。
（
）
随
員
の
身
分
は
、
鄭
玉
子
「
紳
士
遊
覧
団
考
」（『
韓
』
三
─
五
、
一
九
七
五
、
阿
部
洋
訳
）
一
四
頁
参
照
。
原
文
は
一
九
六
五
年
刊
の
先
駆
的
論
文
で
あ
る
。
（
）
許
東
賢
編
『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集
』
全
十
四
巻
。
国
学
資
料
院
、
二
〇
〇
一
年
、
ソ
ウ
ル
。
（
）『
従
宦
日
記
』
と
『
従
政
年
表
』
は
『
資
料
集
』
の
第
十
三
巻
、『
日
槎
集
略
』
は
第
十
四
巻
所
収
。
（
）
註（
）
参
照
。
（
）
六
月
二
十
六
日
付
『
朝
野
』。
前
日
付
の
興
亜
会
会
合
出
席
者
の
訂
正
で
あ
る
。
（
）『
来
航
一
件
』
一
九
八
、『
従
宦
日
誌
』、『
日
槎
集
略
』
等
に
よ
る
。
（
0）

（
0）
許
東
賢
「
一
八
八
一
年
朝
鮮
朝
士
日
本
視
察
団
に
関
す
る
一
研
究
─
『
聞
見
事
件
類
』
と
『
随
聞
録
』
を
中
心
と
し
て
─
」（『
神
奈
川
法
学
』、
三
七
─
一
号
、
二
〇
〇
四
年
、
郷
田
正
萬
・
吉
井
蒼
生
夫
訳
）
一
八
七
頁
。
（
）
拙
稿
「
一
八
八
一
年
朝
鮮
朝
士
視
察
団
（
紳
士
遊
覧
団
）
の
釜
山
集
結
と
新
聞
報
道
」
 
（『
清
泉
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
二
九
号
、
二
〇
〇
八
年
）
一
一
頁
。
（
）
五
月
二
十
日
付
『
朝
野
』。
（
）
高
永
喜
は
こ
の
と
き
正
四
品
、
第
一
次
修
信
使
の
際
上
官
と
し
て
来
日
し
て
お
り
、
内
国
勧
業
博
覧
会
褒
賞
式
に
は
、
十
二
名
の
朝
士
と
共
に
招
待
を
受
け
て
い
る
（『
来
航
一
件
』
一
八
一
）。
（
）『
日
槎
集
略
』
陰
暦
五
月
八
日
条
。
（
）『
日
槎
集
略
』
陰
暦
五
月
十
二
日
条
。
（
）『
来
航
一
件
』
一
八
六
。
（
）
六
月
二
十
五
日
付
『
東
京
日
日
』。
（
）『
従
政
年
表
』
一
九
五
頁
。
（
）『
来
航
一
件
』
一
六
六
。
拙
稿
①
三
三
頁
参
照
。
（
0）
拙
稿
①
三
五
頁
参
照
。
六
月
二
十
日
付
『
東
京
日
日
新
聞
』。
（
）
秋
月
望
「
末
松
二
郎
筆
録
談
に
見
ら
れ
る
「
近
代
」
─
一
八
八
一
年
の
「
紳
士
遊
覧
団
」
と
の
交
流
を
中
心
に
─
」（『
近
代
交
流
史
と
相
互
認
識
』
Ⅰ
、
日
韓
共
同
研
究
叢
書
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）。
（
）
内
務
省
に
関
し
て
は
六
月
九
日
付
『
郵
便
報
知
』。
他
は
『
来
航
一
件
』
一
五
四
、二
一
五
、 
二
二
九
、
二
三
八
。
（
）『
来
航
一
件
』
二
一
五
〜
二
一
八
。
（
）『
来
航
一
件
』
二
六
一
。
（
）『
来
航
一
件
』
一
八
五
。
（
）
六
月
一
日
付
『
東
京
横
浜
毎
日
』。
（
）『
日
槎
集
略
』
二
五
頁
、
陰
暦
五
月
十
四
日
条
。
（
）
六
月
十
六
日
付
『
郵
便
報
知
』。
（
）
六
月
十
三
日
付
『
郵
便
報
知
』。
（
0）
六
月
十
五
日
付
『
朝
野
』。
（
）
六
月
十
五
日
付
『
東
京
日
日
』。
（
）
六
月
十
七
日
付
『
郵
便
報
知
』。
（
）
六
月
三
日
付
『
東
京
日
日
』。
（
）
七
月
十
五
日
付
『
朝
野
』。
（
）
当
時
農
商
務
省
は
内
務
省
構
内
に
あ
っ
た
。『
従
宦
日
記
』
二
九
九
頁
、
陰
暦
五
月
五
日
条
。
（
）『
資
料
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
従
宦
日
記
』
は
、
高
宗
十
八
年
か
ら
二
十
年
の
記
録
で
あ
り
、
終
始
一
貫
し
た
丁
寧
な
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
実
際
に
は
い
つ
ま
と
め
ら
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
（
）『
従
宦
日
記
』
二
七
三
─
三
二
二
頁
。
（
）
六
月
二
十
五
日
付
『
東
京
日
日
』。
（
）
六
月
四
日
付
『
東
京
横
浜
毎
日
』。
（
0）
前
掲
許
東
賢
論
文
に
一
覧
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
一
九
三
頁
）。
（
）
朝
士
た
ち
の
多
く
が
東
莱
暗
行
御
使
と
し
て
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
任
務
は
極
秘
と
さ
れ
て
お
り
、
本
来
な
ら
ば
漢
城
外
で
命
令
書
を
開
封
し
て
そ
の
ま
ま
旅
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
（
）
前
掲
許
東
賢
論
文
、
二
〇
三
・
二
〇
四
頁
。
（
）『
日
槎
集
略
』
二
五
頁
、
陰
暦
五
月
十
四
日
条
。
（
）
同
右
、
二
三
頁
。
陰
暦
五
月
三
日
条
。
（
）
註
（
）
に
同
じ
。
（
）
六
月
一
六
日
付
『
郵
便
報
知
』。
（
）『
従
宦
日
記
』
三
〇
二
・
三
〇
三
頁
、
陰
暦
五
月
十
九
日
条
。
（
）『
日
槎
集
略
』
二
六
頁
、
陰
暦
五
月
十
八
日
条
。
（
）
五
月
六
日
付
『
東
京
横
浜
毎
日
』。
（
0）
五
月
二
十
六
日
付
花
房
義
質
宛
近
藤
真
鋤
書
翰
（『
花
房
義
質
関
係
文
書
』
一
一
〇
─
三
五
）。『
花
房
義
質
関
係
文
書
』（
以
下
『
花
房
文
書
』）
は
首
都
大
学
東
京
付
属
図
書
館
蔵
。
本
稿
で
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版（
北
泉
社
、
一
九
九
六
〜
七
年
）を
使
用
す
る
。

（
）
同
右
。
（
）
六
月
十
三
日
付
『
郵
便
報
知
』。
（
）
前
掲
秋
月
望
論
文
、
十
八
頁
。
（
）
六
月
十
三
日
付
『
郵
便
報
知
』。
（
）
六
月
二
十
日
付
『
東
京
日
日
』。
こ
こ
に
は
大
倉
が
送
っ
た
漢
文
書
簡
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
）
六
月
二
十
三
日
付
『
東
京
日
日
』。
（
）
七
月
六
日
付
『
東
京
横
浜
』。
（
）『
従
政
年
表
』
一
九
五
頁
。
（
）『
来
航
一
件
』
二
六
七
。
（
0）『
来
航
一
件
』
二
六
八
。
（
）
八
月
一
日
付
『
郵
便
報
知
』。
（
）『
日
槎
集
略
』
二
九
頁
、
陰
暦
七
月
六
日
条
。
（
）
同
右
、
陰
暦
七
月
九
日
条
。
（
）『
日
槎
集
略
』
三
十
頁
、
陰
暦
七
月
十
二
日
条
。
（
）
同
右
、
陰
暦
七
月
十
三
日
条
。
（
）
前
掲
許
東
賢
論
文
、
一
九
五
頁
。
（
）
五
月
二
七
日
付
『
東
京
日
日
』。
（
）『
日
本
外
交
文
書
』
一
八
七
六
年
五
二
文
書
、
付
記
付
属
書
二
（
巌
南
堂
書
店
、
一
九
九
五
年
、
復
刻
版
）。
（
）
前
掲
許
東
賢
論
文
、
一
八
八
・
一
八
九
頁
。
（
0）
一
八
八
〇
年
十
二
月
二
十
八
日
付
花
房
義
質
宛
近
藤
真
鋤
書
翰
（『
花
房
文
書
』
一
一
〇
─
二
〇
、
附
属
書
翰
）。
（
）
四
月
二
十
八
日
付
井
上
馨
宛
近
藤
真
鋤
書
翰
（『
公
文
別
録
』
、
機
密
信
第
六
号
）。
（
）
註
（
0）
に
同
じ
。
（
）
註
（
）
に
同
じ
。
（
）『
来
航
一
件
』
二
五
一
・
二
五
二
。
（
）『
来
航
一
件
』
二
五
三
。
（
）『
来
航
一
件
』
二
八
二
。
（
）『
来
航
一
件
』
二
八
三
。
（
）『
来
航
一
件
』
二
八
四
。
（
）『
来
航
一
件
』
二
八
五
・
二
八
六
。
（
0）『
来
航
一
件
』
二
九
三
。
（
）『
来
航
一
件
』
二
七
八
・
二
八
〇
。
（
）『
来
航
一
件
』
一
五
九
。
（
）『
来
航
一
件
』
二
〇
三
。
彼
の
随
員
孫
鵬
九
は
な
お
も
宿
舎
に
留
ま
り
、
九
月
に
は
医
学
研
究
の
た
め
東
京
大
学
医
学
部
へ
の
入
学
を
希
望
し
た
が
、
日
本
語
を
習
得
し
た
上
で
願
い
出
る
よ
う
に
と
の
回
答
を
受
け
、
習
得
に
励
む
こ
と
を
伝
え
て
い
る
（『
来
航
一
件
』
二
一
九
〜
二
二
一
）。　
（
）「
興
亜
会
規
則
」
設
立
緒
言
お
よ
び
規
則
第
一
条（『
興
亜
会
報
告
・
亜
細
亜
協
会
報
告
』
第
巻
、
二
五
九
頁
、
不
二
出
版
、
一
九
九
三
年
）。
（
）
一
八
八
〇
年
七
月
三
十
日
興
亜
会
会
員
名
簿
（
同
右
、
二
八
〇
・
二
八
一
頁
）。
（
）
黒
木
彬
文
「
興
亜
会
・
亜
細
亜
協
会
の
活
動
と
思
想
」（『
興
亜
会
報
告
・
亜
細
亜
協
会
報
告
』
第
巻
、
五
頁
、
不
二
出
版
、
一
九
九
三
年
）。
（
）「
興
亜
会
報
告
」
第
十
四
集
（
一
八
八
一
年
一
月
六
日
刊
、
同
右
、
九
一
頁
）。
こ
の
頃
奥
村
は
元
山
の
別
院
に
移
っ
て
い
た
。
（
）「
興
亜
会
報
告
」
第
十
集
（
一
八
八
〇
年
九
月
二
十
日
刊
、
同
右
、
六
一
頁
）。
（
）
同
右
。
（
0）「
興
亜
会
報
告
」
第
十
八
集
（
一
八
八
一
年
八
月
十
日
刊
、
同
右
、
一
二
七
頁
）。
（
）
同
右
。
（
）
同
右
、
一
三
五
頁
。
掲
載
さ
れ
た
詩
の
中
に
は
、
趙
準
永
の
随
員
、
李
鳳
植
の
詩
も
見
え
る
。
（
）
六
月
二
十
五
日
付
『
朝
野
』。
こ
れ
に
は
洪
、
魚
の
外
金
鏞
元
の
参
加
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
興
亜
会
の
記
録
と
一
致
せ
ず
、
不
明
で
あ
る
。
（
）「
興
亜
会
報
告
」
第
十
九
集（
一
八
八
一
年
八
月
三
十
一
日
刊
、
前
掲
『
興
亜
会
報
告
・
亜
細
亜
協
会
報
告
』
第
巻
、
一
四
六
頁
）。

（
）「
興
亜
会
報
告
」
第
二
十
集（
一
八
八
一
年
九
月
二
十
日
刊
、
同
右
、
一
五
六
頁
）に
は
、
横
須
賀
藤
倉
楼
で
曽
根
俊
虎
の
詩
に
応
え
た
嚴
世
永
、
沈
相
學
、
朴
定
陽
等
の
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
横
須
賀
造
船
所
を
視
察
し
た
際
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
八
月
十
一
日
付
『
東
京
日
日
』
参
照
）。
（
）「
興
亜
会
報
告
」
第
二
十
四
集（
一
八
八
二
年
一
月
三
十
日
刊
、
前
掲
『
興
亜
会
報
告
・
亜
細
亜
協
会
報
告
』
第
一
巻
、
一
九
〇
頁
）。
同
第
三
十
集
（
一
八
八
二
年
七
月
三
十
日
刊
、
同
右
、
二
四
五
頁
）。
金
玉
均
、
徐
光
範
、
姜
瑋
、
兪
吉
濬
等
が
出
席
し
て
い
る
。
（
）『
従
政
年
表
』
一
九
二
頁
。
（
）『
来
航
一
件
』
二
三
五
、
三
〇
五
、
三
〇
六
。
（
）『
従
宦
日
記
』
三
一
九
頁
。
（
00）『
従
政
年
表
』
一
九
二
・
一
九
三
頁
。
（
0）『
日
本
外
交
文
書
』
一
八
八
一
年
一
三
〇
文
書（
巌
南
堂
書
店
、
一
九
九
六
年
、
復
刻
版
）。
（
0）『
従
宦
日
記
』
三
二
一
〜
三
三
〇
頁
。
（
0）
前
掲
許
東
賢
論
文
、
一
九
四
〜
八
頁
。
（
0）『
従
宦
日
記
』
四
四
九
頁
。
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The 1881 Korean Courtiers’ Observation Mission in Japan (2)
(The Gentlemen Observation Mission)
—   Focusing on How the Mission Conducted Observations   —
 KITSUNEZUKA Yuko
Abstract
　　As soon as the Korean Courtiers’ Observation Mission arrived in Tokyo on 
May th, it began to investigate. Each of the twelve courtiers was in charge of a 
post. Although many courtiers took part in observing important facilities and 
participating in official events, basically only the party concerned carried out the 
observation.  However, occasionally courtiers who were not in charge accompanied 
them, and there were also  occasions where observations were requested independently. 
The authorities that the courtiers were to observe closely took them into 
consideration and permitted them to inspect the documents they wanted to see.
　　However, at times, the courtiers were dissatisfied with the manner of 
treatment they received from the Japanese. Furthermore, even in the private sector, 
firms that were involved in trade, and the “Kouakai” Asian organization tried to 
deepen their relations with the courtiers.  Various newspapers frequently reported 
on them and displayed the level of interest within Japan.
　　The courtiers departed from Tokyo on around August 0th through Kobe and 
Nagasaki. What the courtiers reported about the current situation in Japan to King 
Kojong after their return was not necessarily positive.  However, within the new 
governmental organization, they instituted an open door policy.    
